



























































	Ⅰ鋳銭願上　P.13～42 
	(２)金座鋳銭定座

	5.（明和五年）六月　水戸鋳銭座絵図面につき口上書 P.33

	6.（明和五年）六月  水戸鋳銭会所掛札につき伺 P.33

	7.明和五年七月　仙臺鋳銭座三浦屋惣右兵衛門あて達 P.34

	8.明和五年八月　金座鋳銭定座御達の趣方請書草案 P.34

	9.（明和五年）七月　水戸鋳銭裏形鋳付文字につき覚 P.35

	10.明和五年八月　水戸鋳銭裏形鋳付文字につき一件 P.35

	11.明和五年八月　水戸鋳銭裏形鋳付文字申渡書 P.37

	12.明和五年八月　試銭上納請書につき覚 P.37

	13.（明和五年）　試銭上納請書につき覚 P.37

	14.明和五年九月　金座鋳銭定座掛合につき書付 P.37

	15.明和五年十月　試吹等につき伺 P.38

	16.（明和五年）　益金上納ならびに鋳銭場普請につき書付 P.38

	17.（明和五年）　鋳銭方砂鉄につき御用書付 P.38

	18.（明和期）六月　鋳銭御用につき書状 P.39

	19.（江戸期）　金座鋳銭定座掛合につき書留 P.39



	Ⅱ鋳銭座運営　P.42～90

	（１）鋳銭座仕法

	1.明和四年八月　銑鋳銭仕様一巻 P.42

	2.明和五年五月　鋳銭方伝達覚書 P.46

	3.明和五年五月　鋳銭場焙土小屋等書上 P.51

	4.明和五年六月  江戸会所壁書之控 P.51

	5.明和五年六月　鋳銭諸道具之覚 P.52

	6.（明和五年）　砂鉄鋳銭座普請仕様帳 P.59

	7.（明和五年か）　砂鉄仕様帳 P.60

	8.明和八年六月　鋳銭座仕法取極証文 P.61
	9.（明和九年頃か）　鋳銭仕法につき口上書 P62





